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 １月 19 日（月）、文部科学省で開催された「キャリア教育推進シンポジウム」の会場で、キャリ

ア教育推進優秀団体で文部科学大臣賞に輝いた本校 PTA を代表して、山本卓也会長が賞状を拝受し

てきました。 

１月 29日（木）には、二戸市教育長に受賞の報告をしてき 

ました。加藤教育長からは、「大人に学ぶキャリア講演会」は、 

学校と PTA、そして地域とが連携した県内でも特色ある教育 

活動で、子どもたちの生き方教育充実の先駆けになっていると 

高く評価していただきました。 

 子どもたちが将来にわたって「どんな大人になりたいか」、 

「どんな生き方をしたいのか」、そのために、どんな力を身に 

つけたらよいのかを自ら考え実践していくことを大切に、今後 

も PTA・地域と連携して取り組んで参りますので、引き続き 

皆様のご支援とご協力をお願いいたします。  

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア教育推進優秀団体 福岡中学校 PTA 
「文部科学大臣賞」を受賞しました 👏 

 

   応援団候補生から真の応援団員へ 

 １月２７日（火）に、応援団 

候補生の冬季特訓披露会を開催 

しました。候補生は、各班ごと 

にエールと応援歌を披露し、一 

人一人の決意を述べました。   

朝早く、厳しい寒さの中、特 

訓をやり通した気力と体力は、 

本当に素晴らしいです。 

 新毛公生先生からは、「 君た 

ちの時代の、君たちが考える応 

援団を築いていくように」という力強いアドバイス

をいただきました。 

 １月２９日（木）の全校代議員会で全員承認、２

月５日（木）の認証式で認証証を手交され、晴れて

応援団員になりました。今後は、真の応援団員とし

て福中の応援文化をリードすることを期待します。 

 
 

 
 

  

歓迎‼  新入生がやってきた 
 １月２８日（水）に来年度の新入生が本

校に集まりました。期待半分、不安半分の

気持ちのようでしたが、１・２年生の先輩

方の校舎案内や学校及び三大文化の紹介を

受けて、目が明るく輝きだしました。 

 勉強、部活動を頑張ろうという児童が多

く、４月の入学が楽しみです。 

 後半、数学の体験授業 

では、小学校で習ったこ 

とを使いながら計算に夢 

中で取り組みました。 

 最後に中３の先輩から 

のメッセージも紹介され、 

「心配は無用、福中生は 

みんな学校生活を楽しん 

でいるよ」とエールが送られました。 

 

 

 

  全国への扉を開く福中生 ～第24回マーチングステージ2026～ 

  冬休みの全国大会（バスケットボール・櫻場夕惺さん３年／アイスホッケー・ 

 獅子内蒼天さん３年）に続き、にのへジュニアマーチングバンドU15の５名（ 

２年・菅原智寛さん・板橋昊祐さん、１年 ・大瀧栞さん・戸来和香さん・松澤明 

日佳さん）が東北大会を通過し全国大会に出場します。５名は、本校吹奏楽部に 

所属し部活動とマーチングを両立してきました。５人の息のそろった演奏を、全 

国の舞台で披露してほしいと思います。２月22日（日）大阪府 堺市民芸術ホール  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

                         

間もなく東日本大震災発災から１５年目を迎えようとしています。今年度の３年生が震災前に誕生

した最後の学年となります。この節目の年に、当時「釜石の奇跡」と世界中から称賛された釜石東中

学校の当時の校長先生である平野憲先生を講師にお招きしました。 

平野先生の講話を聞いて、避難した生徒全員が助かったのは「奇跡」ではなく、日頃の防災学習の

結果であることがわかりました。沿岸部に伝わる「津波てんでんこ」の教えに加え、防災で大切にし

ていたことは、「想定にとらわれない」「最善を尽くす」「率先避難者たれ」、そして、自分の命は自分

で守るということでした。平野先生は、結びに「大震災から学んだこと」として、次の４つのことを

示されました。「命の大切さ」「防災教育（訓練）の大切さ」「何事にも真剣に取り組む姿勢」「地域や

人とのつながりの重要性」講演後、校長室で「何事にも真剣に取り組む姿勢」が中学生には大事であ

ることを再確認しました。わたしも日頃から、生徒職員に対して話をしています。「日ごろの生活態

度が行動に反映する。だから、日常の当たり前をしっかりやりましょう」と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 令和７年度二戸市中高生海外派遣に、２年生の４名（前田徠那さん・立花美結 

さん・古舘ゆりなさん・西野颯さん）が参加しました。この研修は、田中舘愛橘 

博士の足跡を辿り、ホームステイを通して国際感覚を養うことを目的とする 

ものです。４人は愛橘博士が学んだイギリス・グラスゴー大学に行き、スト 

ラトフォード・アポンエイヴォンでホームステイを体験しました。 

グラスゴー大学では、愛橘博士の直筆カードを拝見し、現地の大学生と積極 

的にコミュニケーションをとりました。ホストファミリーからは、ラブリー❤・ 

エクセレント    と賞賛され、充実したホームステイだったそうです。 

研修で学んだことを学校生活に生かすとともに、二戸市に必要とされる人材 

になろうと考えているそうです。異文化に触れ成長した４人の今後の活躍を期 

待しています。９日間、お疲れ様でした。 

田中舘愛橘博士の足跡を辿る旅 

「釜石の出来事」から学ぶ ～地域と共に歩む防災教育～  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


